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震
災
か
ら
お
よ
そ
14
年
ぶ
り
に
再
稼
働

し
ま
し
た
。

〇
東
海
第
二
発
電
所（
茨
城
県
東
海
村
）

東
海
第
二
発
電
所
の
防
潮
堤
は
、
敷

地
内
へ
の
津
波
の
流
入
を
防
ぐ
た
め
、

全
長
約
１・
７
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

20
メ
ー
ト
ル
に
及
び
、
発
電
所
の
周
囲

に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
使
用

済
燃
料
乾
式
貯
蔵
施
設
で
は
、
使
用
済

燃
料
を
乾
式
キ
ャ
ス
ク
に
入
れ
て
貯
蔵

し
て
い
ま
す
。
乾
式
キ
ャ
ス
ク
貯
蔵
と

は
、
使
用
済
燃
料
を
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
と

と
も
に
頑
丈
な
金
属
製
の
乾
式
キ
ャ
ス

ク
に
封
じ
込
め
、
貯
蔵
す
る
方
式
で
あ

り
、
東
海
第
二
発
電
所
で
は
、
7
年
以

上
冷
却
し
た
使
用
済
燃
料
を
乾
式
キ
ャ

ス
ク
に
入
れ
て
順
次
貯
蔵
し
て
い
ま

す
。

視
察
研
修

視
察
日　
令
和
７
年
７
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
３
日
（
木
）

視
察
先
及
び
内
容

〇
女
川
町
役
場
・
女
川
原
子
力
発
電
所

（
宮
城
県
女
川
町
）

女
川
町
役
場
に
て
、
女
川
町
議
会
議

員
と
の
懇
談
会
を
実
施
し
、
女
川
町
に

お
け
る
原
子
力
災
害
対
策
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
女
川
原
子
力
発
電

所
に
は
、
３
基
の
発
電
設
備
が
あ
り
、

２
号
機
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
を
教
訓
と
し
た
新
規
制
基
準
を
適

合
し
た
安
全
対
策
工
事
が
令
和
６
年
５

月
に
完
了
し
、
同
年
11
月
に
東
日
本
大

原
子
力
対
策
特
別
委
員
会

女川原子力発電所にて説明を受ける議員

東海第二発電所にて説明を受ける議員

政
治
家
（
候
補
者
・
候
補
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
・
現
に
公
職
に
あ
る
者
）

は
、
公
職
選
挙
法
に
よ
り
選
挙
区
内
の
人
に
対
し
て
寄
附
や
あ
い
さ
つ
状

（
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
は
除
く
）
を
出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

！
政
治
家
の
寄
附
行
為
・
年
賀
状
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
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